
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０８ 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 

公共 単位

数 

２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「公共」 （実教出版） 

副教材等 自作プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１．授業では、現代社会における政治、経済、国際関係などの様々な課題について客観的にそれら政治、経

済、国際関係それぞれの分野から学習し、色々な角度からアプローチして現代社会をより深く、さらに理解

することを目指します。 

２．現代社会の諸問題について、教科書を中心に基本的な学習を行い、主体的な分析に考察を加え、周り

の人と理解を深め、共同して問題に対処する素養を養います。 

３．新聞も教材として扱い、教科書の内容と連携させて時事問題、科目の内容の理解をタイムリーなニュース

を活用することにより理解を深め、NIE を実践します。 

４. 近い将来、より良い社会の実現に関わることを意識してもらい、自分たちひとひとりが 

公民としての素養を培います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・多くの現代社会における資料から必要な情報を適切かつ効果的に調べてまとめる技能を身に付ける。 

・現実社会の諸課題の解決に向けて，事実から多面的・多角的に考察し公正に判断する力や社会参画を視

野に入れながら構想したことを議論して合意形成する力を養う。 

・よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課題を主体的に解決しようとする良識ある公民として必要な

能力と態度を育て，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深

める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

・単元におけるそれぞれの資料

を適切に読み取ることができ

る。 

・単元の内容を理解している。 

・単元を多面的、多角的、協

同的に考えて適切に表現してい

る。 

・単元を意欲的に理解、解決し

ようとしている。 

・単元の理解を通して自覚を深

めようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに小テスト、定期考査、プリント、活動の様子の観察、レポート、口頭

発表などを評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評

価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

青

年

期 

・青年期は人生においてど

のような意味をもっている

か。 

・人生における青年期の意

義を理解する。 

・「第二の誕生」とされる

青年期において、きみたち

はどのように変化していく

か。 

・青年期の特徴を理解す

る。 

a: 料「第二の誕生」から，第二の誕

生がどのような状態であるかについて

読み取ることができる。 

b: 自我について資料を活用して多

面的に考察している。 

人生における青年期の意義と特徴に

ついて資料を利用して、多面的に考

察して適切に表現している。 

c: よりよい社会の実現を視野に，青

年期の意義や特徴への深い理解を

通して、社会に参画する自立した主

体についての自覚を深めようとしてい

る。 

 

小テス

ト、定期

考査、プ

リントな

ど 

小テス

ト、 

定期考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子の観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 

自

己

の

形

成

の

課

題 

・自分の欲求が実現されな

い場合、どう対応すべきだ

ろうか。 

・青年期において直面する

葛藤や欲求不満などの困難

とその対処法を理解する。 

・自分の個性は，どのよう

にして形成されるのだろう

か。 

・パーソナリティの理論を

理解する。 

a:  葛藤や欲求不満とその対処

法，パーソナリティの理論について理

解している。また，ライフサイクルのな

かの青年期の発達課題について理解

している。 

アドラーによる劣等感の考察を読み取

ることができる。 

b:  望ましい自己のあり方と自己形

成について、資料をを利用して、多面

的に考察して適切に表現している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、青

小テス

ト、定期

考査、プ

リントな

ど 

小テス

ト、 

定期考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子の観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 



 

※令和４年度以降入学生用 

・自分の目標の実現と周囲

からの期待が一致しない場

合、どのように対処すれば

よいのだろうか。 

・青年期の発達課題を理解

する。 

年期の発達課題や自己形成の課題

への深い理解を通して、社会に参画

する自立した主体についての自覚を

深めようとしている。 

 

民
主
政
治
の
し
く
み
と
課
題 

・異なる個人の意見をどの

ように政治に反映させてい

けばよいか。 

・民主政治の意義と課題に

ついて理解する。 

・世界の国々ではリーダー

にどのような権限を与え、

政治を運営しているか。 

・議院内閣制・大統領制をは

じめとする各国の政治制度

について理解する。 

a:議会制民主主義と多数決原理，

民主政治の課題，権力分立の考え

方について理解している。 

議院内閣制・大統領制をはじめとす

る各国の政治制度の特徴について理

解している。 

資料を通じて，議院内閣制と大統

領制の特徴を比較の観点から読み

取ることができる。 

b:憲法の最高法規性について、資料

を利用して，多面的に考察し，適

切に表現している。 

多数決の長所と短所について、資料

を利用して，協働的に考察・構想

し、それらを適切に表現している。 

c:公共的な空間に生き国民主権を

担う公民としての自覚を基に、民主

政治の基本的原理とくに立憲主義

の観点から、現実の政治制度に関す

る課題について主体的に追究し、意

欲的に解決しようとしている。 

 

 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子 の 観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

日
本
国
憲
法 

・法や規範の意義及び役割

などに関わる現実社会の事

柄や課題をから憲法の下で

法や規範に基づいて各人の

意見や利害を公平・公正に

調整して個人や社会の紛争

を調停、解決することなど

を通して、権利や自由が保

障、実現され、社会の秩序が

形成、維持されていくこと

について理解させる。 

・我が国の安全保障と防衛

などに関わる現実社会の事

柄や課題を基に、日本国憲

法の平和主義について理解

を深めることができるよう

にするとともに、我が国の

防衛に関する基本的な事柄

にも触れながら、変化する

国際情勢の中で、我が国の

安全が世界の平和の維持と

いかに不可分に関連してい

るかについて理解させる。 

・現実社会の諸課題に関わ

る諸資料から、自立した主

体として活動するために必

要な情報を適切かつ効果的

に収集し、読み取り、まとめ

る技能を身に付けさせる。 

・自立した主体として解決

が求められる具体的な主題

を設定し、合意形成や社会

参画を視野に入れながら、

その主題の解決に向けて事

実を基に協働して考察した

り構想したりしたことを表

現させる。 

a:法や規範の意義及び役割などに関

わる現実社会の事柄や課題から憲

法の下権利や自由が保障，実現さ

れ，社会の秩序が形成，維持され

ていくことについて理解している。 

・我が国の安全保障と防衛などに関

わる社会の事柄や課題から日本国

憲法の平和主義について理解を深め

るともに、日本の防衛にも触れながら

変化する国際情勢の中で我が国の

安全が世界の平和の維持といかに不

可分に関連しているかについて理解し

ている。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資

料から自立した主体として活動するた

めに必要な情報を適切かつ効果的に

収集して読み取り、まとめる技能を身

に付けている。 

b:自立した主体として解決が求めら

れる具体的な主題を設定して合意

形成や社会参画を視野に入れなが

ら、その主題の解決に向けて事実を

基に協働して考察したり構想したりし

たことを論拠をもって表現している。 

c: よりよい社会の実現を視野に、多

面的・多角的な考察や深い理解を

通して法や規範の意義及び役割、日

本の安全保障と防衛などに関わる現

実社会の事柄や課題といった現代の

諸課題を主体的に解決しようとしてい

る。 

 

 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子 の 観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 



 

※令和４年度以降入学生用 

持
続
可
能
な
社
会 

・地域の創造やよりよい国

家・社会の構築及び平和で

安定した国際社会の形成に

主体的に参画し、共に生き

る社会を築くという観点か

ら課題を見いだし、その課

題の解決に向けて事実を基

に協働して考察して自分の

考えを説明、論述させる。 

・現代社会における社会的

な見方、考え方を総合的に

働かせ課題などへの関心を

一層高める。 

・個人を起点として、自立、

協働の観点から、多様性を

尊重して合意形成や社会参

画を視野に入れながら探究

する。 

a: 第1部で身に付けた選択・判断の

手掛かりとなる考え方や公共的な空

間における基本的原理などを活用

し、かつ、習得した知識及び技能を

活用している。 

b:地域の創造、よりよい国家・社会の

構築及び平和で安定した国際社会

の形成へ主体的に参画し、共に生き

る社会を築くという観点から課題を見

いだして、その課題の解決に向けて事

実を基に協働して考察、構想し、妥

当性や効果、実現可能性などを指

標にして、論拠を基に自分の考えを

説明、論述している。 

c:よりよい社会の実現を視野に、多

面的・多角的な考察や深い理解を

通して、ともに生きる社会を築くという

観点から課題を見いだし，諸課題を

主体的に解決しようとしている。 

 

 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子 の 観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

現
代
の
経
済
社
会 

雇用と労働問題、及び租税

の役割、少子高齢社会にお

ける社会保障の充実・安定

化、市場経済の機能、金融の

働きなどに自由で公平な経

済活動を行うことを通して

資源の効率的な配分が図ら

れること、市場経済システ

ムを機能させたり国民福祉

の向上に寄与する役割を政

府などが担っていること、

より活発な経済活動と個人

の尊重を共に成り立たせる

ことが必要であることにつ

いて理解させる。 

・現実社会の諸課題に関わ

る諸資料から、自立した主

体として活動するために必

要な情報を適切かつ効果的

に収集し、読み取り、まとめ

る技能を身に付けさせる。 

・自立した主体として解決

が求められる具体的な主題

を設定し、合意形成や社会

参画を視野に入れながら、

その主題の解決に向けて事

実を基に協働して考察した

り構想したりしたことを表

現させる。 

a:雇用と労働問題、財政及び租税

の役割、少子高齢社会における社会

保障の充実・安定化、市場経済の

機能、金融の働きなど現実社会の課

題を基に、自由で公平な経済活動を

行うことを通して資源の効率的な配

分が図られること、市場経済システム

を機能させたり国民福祉の向上に寄

与したりする役割を政府などが担って

いること及びより活発な経済活動と

個人の尊重を共に成り立たせることが

必要であることについて理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資

料から、自立した主体として活動する

ために必要な情報を適切かつ効果的

に収集し、読み取り、まとめる技能を

身に付けている。 

b:自立した主体として解決が求めら

れる具体的な主題を設定して合意

形成や社会参画を視野に入れなが

らその主題の解決に向けて事実を基

に協働して考察したり構想したりした

ことを表現している。 

C：よりよい社会の実現を視野に、多

面的・多角的な考察や深い理解を

通して雇用と労働問題、財政及び

租税の役割、少子高齢社会における

社会保障の充実、市場経済の機

能、金融の働きなどに関わる現実社

会の課題など現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

 

 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子 の 観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 



 

※令和４年度以降入学生用 

国
際
経
済
の
動
き
と
課
題 

・経済のグローバル化と相

互依存関係の深まりなどに

関わる現実社会の事柄や課

題から世界経済がより緊密

に結び付いて経済活動が世

界的な規模で自由に行われ

ていること、一国の経済政

策や経済活動が他国にも影

響を与えるなど、国際社会

において相互依存関係が一

層深まっていること、国際

社会における貧困や格差が

解消されていない状況やこ

れらの解決が地球的な課題

であることについて理解さ

せる。 

・現実社会の諸課題に関わ

る資料から自立した主体と

して活動するために必要な

情報を適切かつ効果的に読

み取り、まとめる技能を身

に付けさせる。 

・自立した主体として解決

が求められる具体的な主題

を設定し、合意形成や社会

参画を視野に入れながらそ

の主題の解決に向けて事実

を基に協働して考察したり

構想したりしたことを表現

させる。 

a:経済のグローバル化と相互依存関

係の深まりなどに関わる現実社会の

事柄や課題を基にこれらの解決が地

球的な課題であることについて理解し

ている。 

・現実社会の諸課題に関わる資料か

ら自立した主体として活動するために

必要な情報を適切かつ効果的に収

集して読み取ってまとめる技能を身に

付けている。 

b:自立した主体として解決が求めら

れる具体的な主題を設定して合意

形成や社会参画を視野に入れなが

らその主題の解決に向けて事実を基

に協働して考察したり構想したりした

ことを表現している。 

c:よりよい社会の実現を視野に多面

的・多角的な考察や深い理解を通し

て経済のグローバル化と相互依存関

係の深まりなどに関わる現実社会の

事柄や課題といった現代の諸課題を

主体的に解決しようとしている。 

 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

小テス

ト、 

定 期 考

査、プリ

ントなど 

活動の様

子 の 観

察、レポ

ート、口

頭発表な

ど 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


